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 連載：オンライン情報検索：先人の足跡をたどる 

 

「オンライン情報検索：先人の足跡をたどる」連載を終えて 

連載特別編集委員 時実 象一＊ 

 
 電子出版分野で「ボーンデジタル」といえば，始めから

文字や画像がデジタルで作成された PDF やその他の情報

のことであるが，これはまた，インターネットと携帯の中

で育ってきた若者のことでもある。私の教えている大学で

も今の一年生は 1990 年生まれであり，ゲーム機と携帯と

インターネットの中で育っている。検索といえば検索エン

ジンである Google か Yahoo! のことしか知らない。 
 そんな時代に 30 年前の「オンライン情報検索」の歴史

を振り返ることに，どんな意義があるだろうか。筆者なり

に整理してみると次のとおりである。 
 (1) 1970 年代に生まれて確立した「オンライン情報検索」

の諸技術，たとえば形態素解析，索引ファイルやブール演

算は今でも検索エンジンやその他のデータベースで活用さ

れており，その歴史を理解することは現代の検索技術の理

解につながる。 
 (2) 情報専門家の歩んだ歴史を振り返ることで，次の世

代のインフォプロがいかにあるべきかの議論に貢献できる。 
 いずれにせよ，読者の方々が先輩たちの思い出話やその

語りを少しでも楽しんでいただけたとしたら，企画にたず

さわったものとして，こんなうれしいことはない。 
 なおこの連載の PDF は当協会のホームページに掲載す

る予定である。以下に連載記事の一覧を示した（敬称略）。 
 
1．連載を始めるにあたって（時実象一．2008，vol.58，no.4.） 
2．日本最初のオンライン情報検索サービス TOOL-IR：研

究・開発・サービス提供（山本毅雄．2008，vol.58，no.5．） 
3．JOIS 開発のあゆみ（諏訪秀策．2008，vol.58，no.6．） 
4．特許情報広域検索システムと PATOLIS（川島 順．

vol.58，no.7．） 
5．NEEDS，日経テレコンの思い出（末吉行雄．2008，

vol.58，no.8．） 
6．ソフトハウスが始めた手作りデータベース：HiNET & 

HAPPINESS 開発秘話（沓澤尚明，飯田一幸．2008，
vol.58，no.9．） 

7．DIALOG サービスの登場（三浦 勲．2008，vol.58，

no.10．） 
8．ある繊維企業での情報検索活動：磁気テープを使った

CA Condensates SDI サービス（岡本敏晴．2008，vol.58，
no.11．） 

9．マルゼン DIALOG 情報検索システム（高原良文．2008，
vol.58，no.12．） 

10．Derwent 社オンラインデータベースについての回想

（大槻 望．2009，vol.59，no.1．） 
11．SDC が残したオンライン情報検索サービスの足跡を辿

る（松島 尭．2009，vol.59，no.2．） 
12．「オンライン情報検索:先人の足跡をたどる」連載の中

休み（時実象一．2009，vol.59，no.3．） 
13．Ringdoc（薬学情報サービス）の導入と実施例，そし

て日本のユーザ会の歩み（西川隆也。2009，vol.59，no.4．） 
14．日本ファームドック協議会の思い出（吉田郁夫，新倉

克明，竹内一明．2009，vol.59，no.5．） 
15．オンライン検索（JOIS，DIALOG など）導入期の思

い出（相川 進．2009，vol.59，no.6．） 
16．CAS ONLINE 導入の頃（渡壁 正．2009，vol.59，

no.7．） 
17．オンライン検索以前を振り返って（固武龍雄．2009，

vol.59，no.8．） 
18．CAS ONLINE の始まり（時実象一．2009，vol.59，

no.9．） 
19．「オンライン情報検索：先人の足跡をたどる」連載を

終えて（時実象一．2009，vol.59，no.9．） 
 
 なおこの企画は筑波大学名誉教授小野寺夏生氏，大阪工

業大学都築泉氏と筆者が特別編集委員として進めたもので

ある。 
 最後に，すばらしい記事を書いていただいた著者の方々

に心からお礼を申し上げます。また執筆者のご紹介，各種

資料のご提供などでご協力いただいた皆様に，この場を借

りてあわせて感謝いたします。 
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